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注入同期法を用いると、高強度かつ高い周波数純度をもつレーザー光を生成す

ることができる。一周波数で発振する注入同期レーザーは各種報告されていた

が、二周波数またはそれ以上の数の周波数で同時発振する注入同期レーザーの

報告は無かった。我々はこれまでに、チタンサファイアレーザーをベースとして、

様々な二周波数、または、それ以上の数の周波数の組合せで同時発振可能な注入

同期レーザーを開発してきた。開発したレーザーは、ナノ秒のパルスレーザーベ

ースのものと、連続発振レーザーの二種類に大別される。この発表では、それら

一連のレーザーの基本的な性能や、応用としてどのような特徴を出せるのかに

ついて全体的な紹介をしたい。環境計測への利用という観点では、分子種を種別

した高感度計測に高いパフォーマンスを発揮できるポテンシャルをもつ。以下

に、基本的な性能に関する図と関連する文献を列挙する。 
 

図 1. 二周波数発振注入同期ナノ秒パルスレーザーの構成 
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図 2. 二周波数注入同期発振スペクトル．フリーラン発振が 1/1000 以下に抑

制されて二周波数に発振エネルギーが集中している様子を示している． 


